
 

【
作
者
】
佐
々
友
房
（
一
八
五
四
～
一
九
〇
六
年
）
熊
本
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
青
春
時
代
に
は
維
新
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
見
た
が
、
明
治
七
年
、
西
郷
隆
盛

ら
の
征
韓
論
が
敗
れ
る
と
、
友
房
は
薩
軍
熊
本
隊
の
小
隊
長
と
し
て
西
南
の
役
に
加
わ
り
、
明
治
十
年
、
田
原
坂
の
決
戦
に
敗
れ
て
囚
わ
れ
十
年
の
懲

役
刑
を
受
け
た
た
。
明
治
二
十
三
年
第
一
回
衆
議
院
爾
当
選
。
五
明
治
三
十
九
年
没
す
（
五
十
三
歳
）
。 

【
通
釈
】《
こ
の
作
品
は
、
そ
の
時
（
西
南
の
役
）
の
戦
場
の
激
し
さ
と
敗
北
感
を
対
比
し
て
訴
え
た
も
の
》 

雨
は
激
し
く
着
て
い
る
軍
服
に
叩
き
つ
け
る
よ
う
に
降
り
続
け
、
風
も
砂
を
巻
き
上
げ
る
よ
う
に
吹
い
て
い
る
。
十
里
四
方
の
見
渡
す
周
囲
（
江
山
は

山
川
）
に
は
人
家
は
わ
ず
か
に
二
，
三
軒
見
え
る
ば
か
り
。
壮
大
な
計
画
（
征
韓
論
）
も
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
こ
の
地
の
戦
い
（
西
南
の
役
）
に
敗

れ
、
恨
み
が
残
ほ
ど
残
念
だ
。
共
に
戦
っ
た
我
が
馬
を
断
ち
切
れ
た
の
傍
に
立
ち
止
ま
ら
せ
た
だ
落
ち
行
く
花
を
見
つ
め
て
い
る
。 

【
備
考
】《
西
南
戦
争
》
西
郷
隆
盛
は
征
韓
論
に
敗
れ
鹿
児
島
に
帰
り
、
外
征
に
備
え
、
強
固
な
軍
隊
を
目
的
と
し
て
私
学
校
を
創
立
し
た
。
政
府
は
西
郷
が
政
府

に
反
旗
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
密
偵
を
送
り
、
西
郷
暗
殺
も
思
案
に
入
れ
て
い
た
模
様
で
す
。
政
府
は
鹿
児
島
に
置
い
て
い
た
火
薬
・
武
器
・
弾

薬
を
秘
密
裏
に
運
び
出
す
行
動
を
行
っ
た
の
で
、
私
学
校
生
達
は
、
当
然
一
朝
事
あ
る
時
の
為
の
鹿
児
島
藩
の
も
の
と
思
っ
て
た
も
の
で
怒
り
爆
発
、

西
郷
は
大
隈
半
島
に
狩
猟
に
出
か
け
不
在
だ
っ
た
が
、
過
激
な
私
学
生
達
は
、
鹿
児
島
の
草
牟
田
の
陸
軍
火
薬
庫
を
襲
撃
し
た
。
そ
の
後
も
次
々
と
火

薬
庫
を
襲
撃
、
こ
れ
を
聞
い
た
西
郷
は
若
者
達
を
捕
ら
え
政
府
に
差
し
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
、
命
を
生
徒
達
に
預
け
、
政
府
軍
に
立
ち
向
か
う
こ

と
を
決
め
た
。
こ
れ
が
西
南
の
役
の
始
ま
り
で
あ
る
。 




